行 事 報 告 書（例会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：永井
	行 事 名
	上　青　野　か　ら　母　子　大　池　へ

	実施日時
	２０１９　年　５　月　２３　日（木　曜日）１０　時～１５　時　　　　天候：　快晴

	行先・場所
	三田市の母子周辺

	主旨・行程

	５月の緑が鮮やかな季節に、自然がいっぱいの山道を森林浴をしながら、また個々に
自然観察をしながら、ゆっくりとしたハイキングを楽しむ。そしてすぐ北が篠山という三田の　奥座敷、母子の里山を満喫する。

	参加人員
	ＭＮＣ　３５　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例会担当：澤井　小山　詠田　花島　永井

	経過・　状況
	1） 集合はＪＲ新三田駅でそこから上青野行きのバスに乗る。小型と言われていたが
例会担当が交渉の結果、大型バスに変えてくれたので１人を除き全員が座れた。
ただし武庫ネイチャー以外に７人の男性グループも乗り込みコースは全く同じ。

2） １０：２６上青野着でそこから歩き始める。広くゆるやかな登りで周りは森の中の道を
自分のペースで歩く。１本道なので迷うことはない。ひたすら歩く人、おしゃべりを　　　楽しむ人、草や木々の観察をする人、双眼鏡で野鳥を追う人など様々だった。樹木の花で目立ったのは、まだ残ってるジャケツイバラの黄色やコガクウツギ、エゴノキ、　　　ノイバラ、タンナサワフタギの白い花々。けれど、なんといっても、ちょうど見ごろのピンクのタニウツギの綺麗なこと。
3） １２時過ぎに母子大池に着いた。母子大池は標高４００ｍの台地に立地し大正から昭和にかけて４つの沢の合流地点に築造されたため池でその水は青野西谷川となり　　青野川と合流し千丈寺湖にそそいでいる。池の周囲は散策路として整備され池畔にはラクウショウの群落があり晩秋には黄色に染まる。

4） 着いた者から蕎麦屋「いまきた」に入った。ここは母子で育てたそばを石うすで自家
製粉しているそばやで、全員そば殻を取り除き、抜き身ひいた、そばを食べた。先頭と最後はかなりの距離があったが１時には全員そばを食べ終わることができたので食べた人から、「茶香房きらめき」に見学に行った。ずっと居座ってビールやお酒を飲む人もいたが、貸切にしてもらってたので、自由に過ごせた。

5） 母子に入るとあちらこちらにある茶畑が目に入るがお茶の里として有名である。その　唯一の直売所が「茶香房きらめき」である。まず黒豆茶の試飲をして、黒豆の素焼きや絞り豆もお茶うけとして、たくさん試食した。お土産を買う人もいた。工場では機械の　回ってるところを見学した。
6） １４：１９母子発のバスに乗り３時過ぎに三田駅で解散した。


	まとめ　・　感　想
	快晴で夏のような天気になったが木の影の道が多く木陰は涼しかった。山道でも母子の　　里でも、初めの７人組以外は誰にも出会わないような静かさだった。

バスの時間まで少しあったので、車も人も通らない里山の景色をのんびりと眺めたり

道の端に咲いてる野草を観察したりして過ごした。母子については「街から１時間もかからないところにこんなに静かな里山があるんですね」、「山道は緑の樹木に囲まれた、木陰の穏やかな坂道で、気持ちのよい風が吹き、せせらぎの音も耳に心地よく、森林浴を十二分に楽しむことができた」など、参加者の声でした。


写真添付（集合、風景、スナップ、サイズ640×480程度／枚）
